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塁 〇幅広い職業人としての人づくりと

の 実学実践教育の推進□ 0地域社会に貢献し得る人材の育成

長岡大学学園祭「2024悠久祭」へご来場、ありがとうございました
9月21日（土）、9月22日（日）に「2024悠久祭」を開催しました。両日

ともに悪天候の中での開催となりましたが、多くの方々に足を運んでい

ただき、とても嬉しく思っております。誠にありがとうございました。天候

に恵まれなかった「2024悠久祭」ですが、多くの方々のご協力のおか

げで、大過なく終えることができました。また、今年度は昨年度に比べ

模擬店や各種イベントの数も大幅に増え、盛り上がりを感じる楽しい

学園祭にすることができたのではないかと実感しております。

昨年度以上に多くのお客様に楽しんでもらいたく、「らしさ」という

テーマのもとキッチンカーや学生食堂の出店、長岡技術科学大学様と

のコラボレーションなど今までにない新たな挑戦を行いました。来年度

は、今年度の反省を踏まえて準備を進めるとともに、現状で満足する

ことなく皆様にこれまで以上に楽しんでもらえる学園祭を行うために尽

力していきます。

最後に「2024悠久祭」にご協力してくださいました大学関係者やゲ

スト、企業の方々、ご協賛いただきました企業様、ご来場いただきました

皆様にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。来年以降も長岡大学学

園祭「悠久祭」をよろしくお願いいたします。

悠久祭実行委員長櫻井日和 (3年）

お笑いライブ
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2024年度後期保護者懇談会を開催いたしました

9月21日（土）に、「2024年度後期長岡大学保護者懇談会」を

開催しました。参加者は38名（全体会：33名、個別相談：12名、就

職相談：7名）でした。

全体会では本学の教育、学生生活、就職に関する説明、学生満

足度調査からの報告と学生による就職活動体験談を行いました。

保護者の皆様からは特に学生による就職活動体験談が大変参考

になったとご感想をいただきました。

全体会についてのアンケート結果からは、「とても理解できた」や

「だいたい理解できた」との回答が95.6％で、本学の説明について

保護者の皆様に理解を深めていただけたようです。

個別相談や就職相談では、ご子女の大学での様子や今後に向

けたアドバイスをお話しました。当日は悠久祭（学園祭）も開催さ

れ、ゼミナール活動やサークル活動をご覧いただく機会にもなりまし

た。参加いただいた保護者の皆様には深く感謝申し上げます。
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ヨーガ同好会の活動紹介

私たちはヒューマン・パワーアップ・プロジェクトの奨励金を利用し、「ヨガで健康づ

くり」を目標に活動しています。 7月に初めて講師の方をお迎えし、ヨガの呼吸法と基

本ポーズを教わりました。私はこの同好会を設立するまでヨガに触れてこなかったため

上手くできるか不安だったのですが、講師の方から自分のペースで無理せず行うことが

大事だと教わり、楽しく学ぶことができました。また、活動の事業計画を考える上で以

前より計画力や行動力がついたと感じます。後期はより、積極的に活動が行えるよう部

員と話し合い計画を立てようと思います。

ヨーガ同好会代表工藤まひる

●ヒューマン・パワーアップ・

プロジェクトとは、人間力および

社会人基礎力等を伸長させること

を目的とした、ボランティア活動、

地域活動、サークル活動等の学生

の自主的な活動を支援するための

奨励金制度です。

● 2024年度採択事業 6件

・ヨガで健康づくり

．呈茶の開催

・茶事の開催

•佐渡軽音楽支援事業」-PRO 」 ECT

主催ライブ出演

・管楽器同好会 学内コンサート

・マーケティングを学び、商品開発に

挑戦する

長岡大学地域連携研究センターシンポジウム2024のご案内

新潟県には多数の魅力ある観光地があります。長岡市

は「長岡まつり大花火大会」が有名ですが、それだけに頼

らない通年型の観光資源をみつけ、育てることが課題で

す。観光を育てるうえで、まちの個性をみつけ・みがき・人

がつながり・地域を豊かにする「観光まちづくり」という考

え方があります。

本シンポジウムでは「観光まちづくり」をキーワードに、

新潟県で成功している事例を紹介し、その要因を明らかに

することで宮内摂田屋地区のまちづくりのヒントになること

を期待します。
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■第 1部基調報告
「新潟県の観光と『観光まちづくり』の考え方」

長岡大学教授生島義英

■第2部事例報告
「沼垂テラス、牧之通り、摂田屋•宮内エリアの
観光まちづくり」

■第3部パネルディスカッション
「宮内摂田屋に求められるまちづくりとは」

パネリスト

高岡はつえ氏 （株式会社テラスオフィス専務取締役）

小野澤一成氏 （ゆきぐに信用組合理事畏）

平沢政明氏 （機那サフラン酒本舗保存を願う市民の会事務局長）

野澤由香氏 （長岡市観光・交流部観光企画課課畏）

コーディネーター

生島義英 （長岡大学教授）

長岡大学地域連携研究センター

第18回学生による地域活性化プログラム成果発表会 (2024年度）のご案内

「学生による地域活性化プログラム」は、地域課題の解決や地域の魅力創出等に向けた

活動を行う教育プログラムです。 10ゼミナールの学生グループが今年度の取組みの成果を

発表し、地域連携アドバイザーの方々からご講評をいただきます。学生たちの成果発表をぜ

ひご覧ください。お申込みについては後日、大学ホームページ等で別途ご案内いたします。
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